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賑わいが戻りつつある

星ふるヴィレッジTENGU：154％

道の駅布施ヶ坂：133％

⇒11月1日から高知奥四万十トク旅クーポンの販売

ここに注目！！ここに注目！！ ！ここに注目！！
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●各施設入込客数はコロナ禍前より上昇、更なる誘客へ

産業祭には町内外から約1200人が来場

●各種イベントの通常開催

令和5年秋の接種状況は1890人(12歳以上の対象年齢人口比率は38.01%)

令和6年3月末までは接種希望者には調整する

●新型コロナワクチンの接種状況
産業祭

新本庁舎工事が順調

186カ所の地盤改良を終わり基礎工事に入った

11月半ばの進捗率は約5％

●10月3日の起工式以降本格工事に着手

本体2階スラブ部分までの

約30％の完成を見込む

●令和5年度末には

砕石、コンクリート、電気工事、

飲食店からの弁当購入など

●町内事業者との連携

新本庁舎の基礎工事
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池田町長

診療所の在り方を議論

「つのっこくまちゃんる～む」を開設

行政報告行政報告行政報告

高知信用金庫葉山支店跡

行

政

報

告

外来診療患者数、診療収入ともに減少している

地域の「かかりつけ医」としての役割が大きい

人件費比率が全国の公立・公的医療機関に比べ大きい

業務の効率化や人員配置の見直し等人件費率の適正化の検討が必要

「直営診療所の在り方検討委員会」で議論

●データ分析から見える課題を踏まえ方向性をまとめる

令和６年度予算編成方針

こども家庭センターの設置による子育て支援

物価高騰による経常的経費を抑え、繰り上げ償還により計画的な財政運営

第Ⅱ期まちづくり後期計画の6本の施策を基に

高知県へき地医療協議会とも連携に努める

●継続的な医師確保

地域社会の持続的発展をめざし相互に業務連携

高知信用金庫旧葉山支店跡施設に子どもの居場所

「つのっこくまちゃんる～む」を開設

「ふるさとの未来貢献パートナー協定」

　を高知信用金庫と締結

⬇
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津野町戸別合併処理浄化槽整備事業の設置等に関する条例の制定　特別会計から地方公営企業法の財務規定を適用した事業会計へ移行するため、事業
の設置、法の財務規定の適用等について必要な事項を定めるもの。

津野町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定　特別会計から地方公営企業法の財務規定を適用した事業会計へ移行するため、事業
の設置、法の財務規定の適用等について必要な事項を定めるもの。

津野町簡易水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例
の制定　地方公営企業法の規定に基づき津野町簡易水道事業における利益及び資本剰余金の
処分に関し必要な事項を定めるもの。

津野町簡易水道事業の設置等に関する条例及び津野町戸別合併処
理浄化槽整備事業の設置等に関する条例の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例　津野町簡易水道事業の設置等に関する条例及び津野町戸別合併処理浄化槽整備事業
の設置等に関する条例の施行に伴い関係条例の整備をおこなうもの。

令和５年　第５回　臨時議会 令和５年11月27日

令和５年　第６回　定例議会 令和５年12月6日～12月12日
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専決処分の報告（高知市比島町駐車場内車両損傷事故損害賠償）
　高知市比島町駐車場内での車両損傷事故損害賠償額の決定について、令和５年 10
月24日に専決処分したもの。

専決処分の報告（令和５年度杉ノ川分団消防屯所兼避難場所新築工
事請負契約の変更契約の締結）
　令和５年度杉ノ川分団消防屯所兼避難場所新築工事請負契約の変更契約の締結に
ついて、令和５年10月 31日に専決処分したもの。

津野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
　人事院の国会及び内閣に対する職員の給与改定に関する勧告に基づき、職員の給料
月額及び期末勤勉手当の支給割合を改正しようとするもの。

　また、これに伴い津野町議会議員及び津野町長等の期末手当に関する条例の一部も

併せて改正するもの。

令和５年度津野町一般会計補正予算（第７号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ590万円を増額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ68億 7810万円とする。

令和５年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ事業勘定30万円を増額し、直営診療施設
勘定 13 万１千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ事業勘定７億

6591万９千円、直営診療施設勘定１億5284万４千円とする。

令和５年度津野町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ36万７千円を増額し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ７億9847万５千円とする。

令和５年度津野町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ４億6847万５千円とする。

令和５年度津野町生活環境施設整備特別会計補正予算（第２号）　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ72万８千円を増額し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ１億2964万５千円とする。
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津野町印鑑条例の一部を改正する条例　電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の改正に
伴い、個人番号カードに加え、スマートフォンに登載された利用者証明用電子証明書を

使用して、コンビニエンスストア等に設置されている端末機から印鑑登録証明書を取

得できることとするため、所要の改正を行うもの。

津野町財政調整基金条例の一部を改正する条例
　地方債の元利償還金の財源とするため、一般会計歳入歳出決算剰余金について、財政

調整基金ならびに減債基金の双方に積み立てることができるよう改正を行うもの。

津野町減債基金条例の一部を改正する条例
　地方債の元利償還金の財源とするため、一般会計歳入歳出決算剰余金について、財政

調整基金ならびに減債基金の双方に積み立てることができるよう改正を行うもの。

津野町施設等整備基金条例の一部を改正する条例
　施設等整備基金の処分要件を緩和し、施設整備や備品調達等に対する基金を有効に

活用するための改正を行うもの。

片岡直輝・直温生家設置及び管理運営に関する条例の一部を改正
する条例
　片岡直輝・直温生家の管理者について、指定管理者の他に直営管理が出来るよう、所

要の改正を行うもの。 

津野町ふるさと住宅条例の一部を改正する条例
　一部の公営住宅についてふるさと住宅に用途替えを行い、入居要件を緩和すること

で移住定住促進を図るために、改正を行うもの。 

令和５年度津野町一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５億 4580万円を増額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 74億 2390万円とする。

令和５年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ事業勘定５千円を増額し、直営診療施設勘

定 71 万６千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ事業勘定７億

6592万４千円、直営診療施設勘定１億 5212万８千円とする。

令和５年度津野町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 787万５千円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７億 9060万円とする。

令和５年度津野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額を増減なしとし、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億

6847万５千円とする。

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：白石地区集落活動拠点施設

指定管理者：白石活性化委員会

期間：令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町四万十川源流点宿泊交流施設せいらん

指定管理者：企業組合せいらん

期間：令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで
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津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町農村交流施設床鍋森の巣箱

指定管理者：森の巣箱運営委員会

期間：令和６年４月１日から令和 11年３月 31日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町直販所十津店

指定管理者：有限会社津野町ふるさとセンター

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町生産物直売所

指定管理者：有限会社津野町ふるさとセンター

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：星ふるヴィレッジＴＥＮＧU

指定管理者：一般財団法人天狗荘

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町老人デイサービスセンター「津野ゆの里」

指定管理者：高陵特別養護老人ホーム組合

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町老人福祉センター

指定管理者：社会福祉法人津野町社会福祉協議会

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野町公の施設の管理に係る指定管理者の指定
施設の名称：津野町吉村虎太郎邸

指定管理者：「維新の魁」虎太郎社中

期間：令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日まで

津野山広域事務組合の解散
　令和６年３月 31 日をもって津野山広域事務組合を解散することについて、地方自

治法の規定に基づき、議会の議決を求めるもの。

津野山広域事務組合の解散に伴う財産処分及び事務承継
　津野山広域事務組合の解散に伴う財産処分及び事務承継について、地方自治法の規

定に基づき、議会の議決を求めるもの。 

津野山養護老人ホーム組合の共同処理する事務の変更及び規約の
変更
　津野山養護老人ホーム組合で共同処理する事務である訪問介護事業所及び居宅介護

支援事業所について、令和６年３月３１日をもって廃止するため、令和６年４月１日か

ら同組合規約を変更することについて、地方自治法の規定により議会の議決を求める

もの。

令和５年度津野町一般会計補正予算（第９号）
　　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億 170 万円を増額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ 75 億 2560 万円とする。

令和６年２月１日発行 津野町議会だより （６）
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て
い
る
。
社
会
教

育
に
限
ら
ず
行
政
と
し
て
現
状

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

久
寿
教
育
長

　

休
日
出
勤
や
出
張
な
ど
会
計

年
度
任
用
職
員
の
関
係
規
定
に

基
づ
い
て
学
芸
員
を
採
用
し
て

い
る
。
得
難
い
人
財
で
幅
広
い
業

務
に
携
わ
り
、
広
報
へ
の
寄
稿
や

町
内
で
の
講
演
等
で
情
報
発
信

し
て
い
る
。

　

今
後
は
町
外
へ
発
信
す
る
よ

う
な
幅
広
い
視
野
を
持
つ
人
材

育
成
も
考
え
た
い
。

　

社
会
教
育
主
事
を
配
置
し
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
主
体
的
に
取
り

組
め
る
人
材
の
発
掘
と
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

吉
村
建
設
課
長

　

町
道
が
災
害
時
の
避
難
路
に

も
な
る
た
め
、
地
区
の
要
望
や
地

権
者
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

改
良
を
し
て
い
る
。

　

修
繕
す
べ
き
橋
は
約
20

橋
で
、

春
日
橋
と
葉
山
大
橋
は
耐
震
対

策
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

国
道
・
県
道
は
須
崎
土
木
事

務
所
の
管
轄
で
、
定
期
的
に
点
検

し
通
行
に
支
障
が
あ
れ
ば
除
去

し
、
町
か
ら
の
要
望
に
も
迅
速
に

対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

擁
壁
防
護
柵
周
辺
の
維
持
管

理
は
、
費
用
も
膨
大
に
な
り
、
協

議
が
必
要
で
あ
る
。

点検の妨げとなる草木

三嶋神社秋の大祭

問問 安心できる道路網を

答答 災害に強い生活道に

竹村　博仁
たけむら　　ひろひと

問問

人
財
あ
っ
て
こ
そ

答答

ふ
る
さ
と
を
愛
し
主
体
的
に
…
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一

般

質

問

問問 ICT 教育の充実は

答答 ICT支援員を雇用

石川　寿朗

白河瀬公園の遊具

石
川

　

小
中
学
生
の
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
推
奨
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶
教
育
の
充

実
に
巨
費
を
投
じ
て
強
力
に
推

進
し
て
い
る
。

　

持
ち
帰
り
な
ど
本
町
に
お
け

る
現
状
と
課
題
及
び
今
後
の
方

向
性
は
。

石
川

　

西
運
動
公
園
︵
児
童
公
園
︶
、
白

河
瀬
公
園
、
カ
ワ
ウ
ソ
自
然
公
園

の
遊
具
に
、
一
部
腐
食
な
ど
が
進

み
修
繕
、
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
が
あ
る
。
各
学
校
の
運
動

器
具
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の
遊
具

も
含
め
、
安
全
面
を
考
慮
し
た
点

検
・
整
備
の
状
況
は
。

久
寿
教
育
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
県

内
各
市
町
村
や
教
員
に
よ
っ
て

温
度
差
は
あ
る
。
津
野
町
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
雇
用
、
現
場
の
教
員

に
応
じ
た
指
導
を
徹
底
し
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
、
児
童
生
徒
が
自
分
の
文

房
具
の
一
つ
と
し
て
使
用
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
少
し
ず
つ
進
ん

で
き
て
い
る
。
本
町
の
小
中
学
校

は
全
員
持
ち
帰
り
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
個
人
差
は
あ
る
。
今

後
も
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
教
材

を
活
用
し
学
力
向
上
に
繋
げ
た

い
。

福
井
産
業
課
長

　

白
河
瀬
公
園
、
カ
ワ
ウ
ソ
自
然

公
園
の
遊
具
点
検
・
整
備
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
目
視
点
検
、
利

用
者
の
要
望
、
情
報
を
も
と
に
随

時
破
損
、
腐
食
な
ど
の
現
状
確
認

を
行
い
、
周
辺
の
桜
等
の
良
好
な

景
観
管
理
も
含
め
て
対
応
し
た

い
。

久
寿
教
育
長

　

西
運
動
公
園
︵
児
童
公
園
︶
の

遊
具
は
、
令
和
４
年
度
に
一
定
の

改
修
を
し
て
い
る
。
本
年
度
も
専

門
業
者
に
よ
る
安
全
点
検
を
実

施
し
て
、
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
改
修
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

各
学
校
の
運
動
器
具
に
つ
い

て
は
、
学
期
ご
と
に
教
職
員
が
動

作
確
認
し
、
日
常
的
に
も
目
視
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
認
定
こ
ど

も
園
の
遊
具
は
、
月
１
回
の
職
員

点
検
と
毎
年
専
門
業
者
に
よ
る

安
全
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

いしかわ　　じゅろう

問問

公
園
等
の
遊
具
は
安
全
か

答答

現
状
を
確
認
し
対
応
し
た
い

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
学
習
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一

般

質

問

問問

酒
蔵
ホ
ー
ル
の
耐
震
改
修
は

答答

基
本
計
画
策
定
へ

PR用看板のイメージ

石
川

　

酒
蔵
ホ
ー
ル
の
耐
震
改
修
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
内
容
と

利
用
状
況
は
。

　

周
辺
整
備
も
含
め
た
一
体
的

な
改
修
が
必
要
で
は
。

久
寿
教
育
長

　

ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
、
施
設

利
用
者
が
年
平
均
１
７
０
０
人
。

文
化
団
体
等
利
用
回
数
は
約
180

回
。
令
和
５
年
度
は
８
か
月
間
で
、

利
用
者
２
３
２
７
人
。
団
体
利
用

回
数
293

回
と
増
加
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
、
耐
震
改
修
が

必
要
と
診
断
さ
れ
、
令
和
４
年
度

に
ホ
ー
ル
に
必
要
な
機
能
と
い

っ
た
住
民
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

幅
広
い
調
査
を
行
っ
た
。
本
年
度

は
、
利
活
用
方
針
に
つ
い
て
の
基

本
計
画
づ
く
り
を
進
め
、
改
修
方

針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

石
川

　

観
光
資
源
が
西
区
に
集
中
し

て
い
る
た
め
、
東
区
︵
旧
葉
山
村
︶

の
見
通
し
の
良
い
国
道
沿
い
へ

﹁
四
国
カ
ル
ス
ト
・
天
狗
高
原
﹂

の
Ｐ
Ｒ
用
大
型
看
板
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

大
﨑
観
光
推
進
課
長

　

観
光
案
内
板
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
整
備
を
進
め
て
お
り
、
大

型
な
も
の
は
、
道
の
駅
布
施
ケ
坂
、

風
車
の
駅
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な

ど
来
訪
者
の
多
い
敷
地
11

か
所

へ
、
町
全
体
の
観
光
案
内
図
を
設

置
し
て
い
る
。
最
近
は
カ
ー
ナ
ビ

や
携
帯
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
観

光
を
楽
し
ま
れ
る
方
が
増
加
し

て
い
る
。

　

ル
ー
ト
沿
い
に
分
り
や
す
い

案
内
板
が
あ
る
こ
と
で
情
報
の

補
完
が
で
き
、
訪
れ
る
方
の
目
的

地
に
対
す
る
安
心
感
や
来
訪
を

促
す
機
会
の
提
供
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

案
内
板
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

景
観
の
関
係
や
、
発
信
、
情
報
を

伝
え
る
内
容
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
。

　

既
存
の
案
内
板
の
見
直
し
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
情
報
伝
達

の
手
段
も
含
め
て
、
誘
客
に
繋
が

る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問問 「天狗高原」の PR用看板設置を

答答 誘客に繋がるよう取り組む

四国カルスト

天狗高原

酒
蔵
ホ
ー
ル

TENGU　PLATEAU



令和６年２月１日発行 津野町議会だより （10）

委

員

会

報

告

美
郷
バ
レ
ー
構
想
を
学
ぶ

公
有
財
産
有
効
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会

１０

月
５
日
〜
６
日
、
島
根
県
美
郷
町
の
「
美
郷
バ
レ
ー
構
想
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
。

美郷町視察研修

学
民
が
主
体
的
に
連
携
し
、
相

互
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
地
域

活
性
化
の
革
新
に
向
け
た
環

境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

鳥
獣
害
対
策
に
お
い
て
は
農

家
の
狩
猟
免
許
取
得
体
制
の

整
備
、
夏
季
に
お
け
る
イ
ノ
シ

シ
の
有
効
活
用
、
地
元
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
加
工
食
品
の
製

造
や
皮
革
製
品
の
創
作
・
販

売
、
大
学
や
民
間
企
業
と
の
連

携
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
企

業
の
商
品
開
発
の
場
や
大
学

の
研
究
拠
点
に
は
、
遊
休
に
な

っ
た
保
育
所
や
昔
の
Ｊ
Ａ
、
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、

廃
止
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
施

設
の
利
活
用
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
美
郷
町
の
遊
休
施
設

や
土
地
の
活
用
事
例
を
参
考

に
、
引
き
続
き
町
有
地
の
活
用

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

問問 人口減少対策は

答答 全職員で知恵を絞る

高橋　眞一郎

高
橋

　
集
落
の
現
状
、
出
生
者
数
の
減

少
、
移
住
定
住
の
促
進
、
新
し
い

課
の
設
置
は
。

池
田
町
長

　
集
落
の
現
状
は
、
東
区
に
６
割

５
分
、
西
区
に
３
割
５
分
が
在
住

し
、
20

人
以
下
の
集
落
が
東
区
６

集
落
、
西
区
７
集
落
で
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、
出

生
者
数
も
近
年
は
25

人
を
切
る

状
態
が
続
い
て
お
り
、
大
変
重
要

な
政
策
課
題
と
位
置
付
け
て
い

る
。

　
移
住
者
の
人
数
は
多
く
な
い

が
、
移
住
さ
れ
た
方
の
定
住
率
は
、

平
均
84

％
と
非
常
に
高
い
の
で
、

津
野
町
の
魅
力
と
子
育
て
支
援

も
含
め
、
発
信
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い

課
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
職
員
が

知
恵
を
絞
り
、
効
果
的
な
推
進
の

実
行
体
制
づ
く
り
を
指
示
し
て

い
る
。

たかはし　　しんいちろう

　

島
根
県
美
郷
町
の
「
美
郷
バ

レ
ー
構
想
」
の
取
り
組
み
に
お

け
る
町
有
の
遊
休
施
設
や
土

地
な
ど
の
活
用
実
績
、
産
官
学

民
の
連
携
に
よ
る
町
内
へ
の
波

及
効
果
、
人
口
減
少
対
策
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

美
郷
町
で
は
日
本
を
リ
ー

ド
す
る
「
鳥
獣
害
対
策
版
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
」
を
目
指
し
産
官
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読
者
ク
イ
ズ

１．◌◌◌①◌◌◌金庫とふるさとの未来貢献パートナー協定を締結。

２．令和6年3月31日をもって津野山広域◌◌②◌◌◌を解散する。

３．◌③◌◌公園、かわうそ自然公園の遊具点検、整備は職員の目視、住民の情報をもとに随時確認。

４．美郷町では日本をリードする「鳥獣害対策版シリコンバレー」を④◌◌、産官学民が連携。

５．◌⑤◌◌◌◌◌地震を想定すると人事では無く、覚悟と備えの大切さを痛感。

答えは

今月号の中

にあるよ

　前回の答えは「スエコザサ」でした。

厳正な抽選の結果、右記の５人が当選

されました。おめでとうございます。
白　石　 雨宮　智子   様

高知市　 松村　聡  　 様

北　川　 徳弘　重子   様

杉ノ川　 中山　結衣   様　 　 　　  

杉ノ川　 堀部　好子   様

　
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う

と
す
る
と
高
齢
で
も
議
会

の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
表
紙
の
山
ガ
ー
ル
、

キ
リ
リ
と
か
っ
こ
い
い

で
す
ね
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想

ご
意
見
の
一
部
紹
介

当選者

　官製はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答え(5文字)、感想など一言を

ご記入のうえ、２月末までに議会事務局までご応募下さい。正解者の中から抽選で５名

にプレゼントをお送りいたします。なお、当選者は次号にて発表いたします。どしどし

ご応募下さい。

　残念ながら今回当選されなかった方も、またチャレンジしてね！
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キ
　
ラ
　
リ
　

キ
　
ラ
　
リ
　

編
集
後
記

　
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、死
者
、安
否
不
明
者
が
増
え

て
い
る
。特
に
輪
島
市
は
火
災
や
道
路
の
寸
断
等

で
孤
立
状
態
に
あ
る
。ま
た
、
雪
積
が
避
難
者
の

支
援
に
も
影
響
し
、
避
難
所
の
劣
悪
な
環
境
、
そ

し
て
感
染
症
拡
大
の
懸
念
等
ま
さ
に
最
悪
の
状

態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。本
当
に
心
の
痛
む
思

い
で
あ
る
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
す
る
と
他

人
ご
と
で
は
な
く
、
覚
悟
と
備
え
の
大
事
さ
に
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
。

　
今
こ
そ
地
域
に
目
を
向
け
て
、
自
主
防
災
組
織

等
、
相
互
協
力
の
確
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
す
る

と
と
も
に
、
日
頃
の
訓
練
等
が
必
要
で
あ
る
。大

好
き
な
自
分
達
の
地
域
を
自
分
達
で
守
ろ
う
の

決
意
で
あ
る
。

　
再
建
へ
の
道
の
り
が
見
え
な
い
能
登
半
島
の
皆

様
に
頑
張
っ
て
と
思
い
を
馳
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　
高
橋
眞
一
郎
）

　
　
︻
議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別
委
員
会
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
委

員

長
　
大
地
　
真
人

　
　
　
　
　
　
　  

副
委
員
長
　
竹
村
　
博
仁

　
　
　
　
　
　
　   

委
　  

員
　
大
﨑
　
芳
章

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
中
山
　
昭
英

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
高
橋
　
眞
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
委
　  

員
　
川
上
　
智
子

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
読
後
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
７
８
５‐

０
２
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
津
野
町
永
野
四
七
一‐

一
　

　
　
　
　
　
　
　
　
津
野
町
役
場
議
会
事
務
局

今
回
は
、山
崎
書
道
教
室
の
犬
飼　

裕
子
さ
ん（
新
田
）を
紹
介
し
ま
す
。

犬
飼
さ
ん
は
、町
内
外
で
教
室
を
開
き
、５
歳
か
ら
88
歳
の
生
徒
さ
ん
に
書
道
を

教
え
て
い
ま
す
。

い
ぬ
か
い　
　
ゆ
う
こ

88
歳
の
生
徒
さ
ん
に
書
道
を

母の教えで、字より先に

書に向かう姿勢・心を教

えるよう心がけています。 教
え
て
い
ま
す
。

書に向かう姿勢・心を教

えるよう心がけています。えるよう心がけています。

習字をしたい人が気軽に

来られるような場所を作

ることが夢です。

来られるような場所を作

子育てをするなら津野町と

思っていたところ、母の跡

を継ぐことになり津野町に

戻りました。

生徒さんが成長して、書を

通して誰かのお役に立てて

る時がうれしいです。


